



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ジ シ ョン にあ る とい う こ とで、実 は
ASEANは今アジアの中でいうと最もこれ
から先に面白いことが起きるのではないかと
言っていいマーケットだと思います。
　インドは意外かもしれませんけれども、中
国とまったく正反対の国です。中国は莫大な
貿易黒字をため込んで、それによって成長 し
てきたのですが、インドというのは輸出産業
にはからっきし弱いのです。例えば今一番大
きいのは繊維製品ですけれども、2番 目は宝
石 ・宝飾品、これは例えば女性が買うネック
レスや指輪というもので加工された宝飾品。
あとは医薬品、これは後発医薬品です。ジェ
ネリックと言われるような安い医薬品、こう
いうものが輸出の中心で、輸出産業は非常に
弱いです。その代わり何で貿易赤字を埋めて
きたかといえば、ITやBPO(ビジネス ・プ
ロセス ・アウトソーシング)で埋めてきたの
です。いわゆるサービスで何とかカバー して
きたわけです。ですから内需主導という独特
の世界、中国市場以上に内需依存型の経済構
成になっているということで、内需が伸びる
ことに関していうと、中国とインドは両方と
もこれから先まだ伸びる余地があって、イン
ドはそういう面でもともとは内需型経済とい
うところに面白さがあるということです。
　日本企業にとってアジア戦略というのは今
言ったような要素、生産と消費の両面から見
なければいけないこと。ものづくりに関して
は日本企業が非常に際 どいところに今立って
いて、戦略の再構築をしなければいろいろな
分野で崩壊する恐れが出てきているというこ
とです。
　なお、今日の話の内容は2010年10月刊の
「アジアカ」(日本経済新聞出版社)と いう拙
著でおおむね触れてお ります。
日本企業のアジア ・中国戦略1
??
